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2018コダナリエ
宮城県山元町「小平農村公園」

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

旧
年
中
は
一
方
な
ら
ぬ
ご
高
配
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
新
た
な
る
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　

東
北
防
衛
局
は
、
こ
の
広
報
紙
「
東

北
の
か
な
め
」
を
始
め
と
し
た
各
種
情

報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
自

治
体
や
地
域
住
民
の
皆
様
と
防
衛
省
・

自
衛
隊
、
そ
し
て
米
軍
と
の
架
け
橋
と

い
う
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
職
員
一
同
、

我
が
国
の
安
全
を
保
つ
重
責
を
改
め
て

胸
に
刻
み
、
強
い
使
命
感
を
持
ち
職
務

に
邁
進
す
る
所
存
で
す

　

引
き
続
き
東
北
防
衛
局
へ
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

平
和
に
満
ち
た
一
年
と
な
る
こ
と
を
祈

念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

�

東
北
防
衛
局
長　

伊
藤�

茂
樹

新
年
ご
挨
拶



トピックス
日英共同訓練（ヴィジラント・アイルズ）への対応

大湊消防署庁舎建設工事安全祈願祭（青森県むつ市）

　陸上自衛隊とイギリス陸軍との共同訓練（ヴィジラント・アイルズ）が、平成30年９月30日から10月12日
までの間、陸上自衛隊富士学校、北富士演習場及び王城寺原演習場において実施され、このうち王城寺原演習
場では10月５日から10日までの間、総合訓練が行われました。
　この訓練は、国内におけるイギリス陸軍との総合火力誘導等に係る実動訓練で、部隊及び隊員の戦術技量の
向上及び日英間の連携強化を図るためのもので、陸軍種では国内初の共同訓練でした。
　陸上自衛隊は富士教導団偵察教導隊基幹の約60名が、イギリス陸軍は第１情報・監視・偵察旅団名誉砲兵隊
基幹の約50名が参加しました。

　東北防衛局は、周辺住民の不安解消等を図るため、 10月３日から10日までの間、「日英共同訓練現地連絡所」
を王城寺原演習場内に設置し、関係自治体等に対し日々の訓練情報等の提供を実施しました。
 （注：「ヴィジラント・アイルズ」とは、今回の訓練に付与された訓練名称）

　平成30年10月23日（火）、青森県むつ市大湊に整備される消防署庁舎建設工事の着工に先立ち、工事
関係者による安全祈願祭が執り行われました。
　この工事は、海上自衛隊大湊地方隊、大湊航空基地及び航空自衛隊第42警戒群の安定的な運用と周辺
地域の民生安定を図るため、「防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律」第８条に基づく民生安定
施設整備事業として、平成29年度から３ヶ年の計画で東北防衛局の補助により下北地域広域行政事務組
合が整備するもので、安全祈願祭で施主である同組合管理者宮下宗一郎むつ市長は、「新しい消防庁舎の
建設は、地域の防災拠点となるほか消防職員の資質の向上に大いに貢献するもので、消防力の更なる向
上につながるものと大いに期待する」と祝辞を述べました。

　東北防衛局からは、北澤直樹総務部長と本田久幸三沢防衛事務所長が出席し、玉串を捧げ工事の安全
を祈願しました。
　約9000平方メートルの敷地には、ＲＣ造２階建延床面積約1300平方メートルの庁舎棟のほか、ＲＣ
造５階建延床面積約250平方メートルの訓練主塔とＲＣ造２階建延床面積約90平方メートルの訓練補助
塔の建設で、2019年７月の完成、同年12月の利用開始を予定しています。

宮下むつ市長の施主挨拶 玉串を奉納する北澤総務部長 消防署庁舎イメージ

「日英共同訓練現地絡所」開設 現地連絡所の執務状況
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トピックス
平成30年度在日米軍従業員永年勤続者表彰式

各種防災訓練等の参観（岩手県・緊急援助隊北海道東北ブロック）

　平成30年10月26日（金）、青森県内に所在する在日米軍施設に永きにわたり勤務した駐留軍等労働者
の功績を讃え、「平成30年度在日米軍従業員永年勤続者表彰式」が開催されました。
　はじめに、主催者である伊藤茂樹東北防衛局長と米空軍第35戦闘航空団司令官のクリストファー・Ｗ・
ストルーヴィ大佐の式辞に続き、伊藤局長、ストルーヴィ大佐及び米海軍三沢航空基地隊司令パミル大
佐から、勤続10年、20年、30年及び40年の節目を迎えた永年勤続者計158名に表彰状及び記念品を授
与しました。

　東北防衛局は、各種防災訓練参観等を通じ、災害などの緊急事態発生時への迅速かつ的確な対応のため、
引き続き各関係機関との連携強化を図ります。

・「平成30年度岩手県防災訓練」（平成30年11月10日（土）　岩手県宮古市にて）

・「緊急援助隊北海道東北ブロック合同訓練」（平成30年11月18日（日）　福島県いわき市にて）

式辞を述べる伊藤局長

被表彰者代表への表彰状及び記念品の授与

前列奥から伊藤局長、ストルーヴィ大佐、パミル大佐

被表彰者代表（右中央）による答辞

災害対策本部設置訓練

高所救助救出訓練

応急食料炊き出し訓練

ヘリ救出訓練

初期消火訓練

災害救助犬による訓練の様子
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トピックス
平成30年度防衛大臣感謝状伝達（青森県六ヶ所村長）

平成30年度東北防衛局長感謝状贈呈（青森県東北町長以下４氏）

　防衛大臣感謝状贈呈式（於：東京）に公務都合により参加できなかった戸田衛六ヶ所村長に対し、平成30年
11月８日（木）、六ヶ所村役場にて伊藤茂樹東北防衛局長より防衛大臣感謝状を伝達しました。

　平成30年11月19日及び20日に、次の４氏に対して平成30年度東北防衛局長感謝状を贈呈しました。

　常日頃の防衛施設の安定的使用へのご協力に感謝いたします。

　この防衛大臣感謝状は、自衛隊に協力し又は自衛隊を援助して、その功労が著しいと認められる方に対し贈
呈されるもので、戸田村長におかれては、平成14年の六ヶ所村助役に就任されてから永年にわたり防衛施設の
安定的な使用等に大変寄与されたことで、今般受賞されました。

歓談の様子

後列は、橋本副村長（左）と本田三沢所長（右） 戸田六ヶ所村長（左）へ伊藤局長（右）より感謝状を伝達

【蛯名鉱治東北町長】(H.30.11.19) 【宮下宗一郎むつ市長】(H.30.11.20)

【武田政一大関牧野及び菅原紀朗四竈牧野 両農業協同組合長】(H.30.11.19)

蛯名東北町長（左）

大関牧野農協 武田組合長（右） 四竈牧野農協 菅原組合長（右） 武田、菅原両組合長を交えての記念撮影

宮下むつ市長（右）
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トピックス
平成30年度東北防衛施設地方審議会の開催

平成30年度三沢飛行場周辺航空事故連絡協議会の開催

　平成30年11月16日（金）、航空自衛隊三沢基地及び米空軍三沢基地にて、「平成30年度東北防衛施設
地方審議会」を開催しました。
　今年度は、委員の任期満了に伴い新たに任命された委員による会長の互選が行われ、一力敦彦東北放
送㈱代表取締役社長が昨年度に引き続き会長に再選されました。
　午前中は、伊藤茂樹東北防衛局長より業務概況と平成30年版防衛白書を説明し、続いて、鮫島建一第
３航空団司令を表敬、午後からは、第35戦闘航空団副司令官のポール　Ｄ・カーミス大佐より概況説明
を受け、Ｆ－16戦闘機や基地内の米軍放送局を見学しました。

　平成30年11月26日（月）、三沢市国際交流教育センター（青森県三沢市）にて、「平成30年度三沢飛行場
周辺航空事故連絡協議会」を開催しました。
　この協議会は、三沢飛行場周辺において米軍機、自衛隊機又は民間機の航空事故及び事故に伴う災害
が発生した場合の対処に万全を期すため、関係機関相互間の緊密かつ迅速な連絡調整体制の整備につい
て協議することを目的に昭和54年に発足し、今回で41回目の開催ですが、三沢飛行場周辺の地方自治体、
米軍、航空自衛隊、警察、消防及び国の機関など計26機関、約60名が参加しました。
　特に、今回は平成30年２月に発生した小川原湖（青森県東北町）への米軍Ｆ－16戦闘機タンク投棄事
案以後初の開催であったため、多くの新聞、テレビメディアが本協議会を取材しました。

一力会長（手前）ら６名の委員

米軍の概況説明の様子

参加した約60名・26構成機関の担当者 各メディアの取材の様子

主催者挨拶をする東北局藤井企画部長

挨拶する伊藤局長

Ｆ－16戦闘機を見学する委員

鮫島３空団司令表敬の様子

米軍放送局の見学
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。
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機
会
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を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

ようこそわが街へ（第15回）～宮城県山元町～

山元町のホームページはこちらです

（写真、文章提供：山元町）

希望と笑顔が輝くまち
山元町

山元町は宮城県の南東端に位置し、
温暖な気候のため、東北の中でも
降雪の影響が少ない地域です

誰もが見とれる山元町の美しい星空にお気づきですか
自然豊かな山元町では美しい星空を見ることが出来ます

山元町の星空を見上げてみてください
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平成30年版「防衛白書」説明
　平成30年10月から11月にかけて、伊藤東北局長は、東北６県知事等へ平成30年版防衛白書を説明し
ました。

佐竹知事(H30.10.18)

秋田県

宮城県

山形県

福島県

青森県

岩手県

佐野副知事(H30.11.12)

吉村知事(H30.11.5)

成田危機管理部長(H30.11.14)

三村知事(H30.11.6)

達増知事(H30.11.22)

インフォメーション

新組織『事業監理課』が発足

人事異動（新着任幹部紹介）

（平成30年12月１日付け）

防衛補佐官　　　　１等陸佐　佐藤 孝洋
　　　　　　　　　　　【前職：第30普通科連隊長兼新発田駐屯地司令】
郡山防衛事務所長　１等陸佐　古川 洋彰
　　　　　　　　　　　【前職：陸上自衛隊関西補給処補給部長】

（平成30年12月１日付け）
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発行元：防衛省東北防衛局広報委員会
（住所：宮城県仙台市宮城野区五輪1-3-15　電話：022-297-8209　ホームページ：http://www.mod.go.jp/rdb/tohoku/）

【平成31年2月～3月】
事前申込み、整理券等が必要なイベントもありますので、お問い合わせください。

開催日 イベント名 開催場所 問い合わせ先

2月 9日(土) 「美の国あきた」陸上自衛隊東北方面
音楽隊演奏会2019

秋田市文化会館
（秋田県秋田市）

自衛隊秋田地方協力本部広報室
018-823-5404

2月16日(土) 第６師団音楽まつり やまぎんホール
（山形県山形市）

第６師団司令部広報室
0237-48-1151

3月 8日(金)
      9日(土) 第９師団定期演奏会 リンクステーションホール青森

（青森県青森市）
第９師団司令部広報室
017-781-0161(6054)

3月 9日(土) 第34回岩手駐屯地音楽隊定期演奏会 盛岡市民文化ホール「マリオス」
（岩手県盛岡市）

岩手駐屯地司令業務室広報班
019-688-4311(256)

3月20日(水) 北部航空方面隊音楽演奏会 酒田市民会館「希望ホール」
（山形県酒田市）

北部航空方面隊広報班
0176-53-4121(2320)

東北の主な自衛隊広報行事

お知らせ

平成30年度「日米交流事業」（三沢市＆東北町）開催のお知らせ

第38回「防衛問題セミナー」開催のお知らせ

　毎回好評をいただいている「防衛問題セミナー」を、山形県山形市で開催すべく準備中です。
　開催は、３月初旬を予定、会場などの詳細は決定次第「東北防衛局ホームページ」でお知らせしま
すので、確認のうえ、どうぞご来場ください。
　お待ちしています。

今年も２つの「日米交流事業」を開催します！

←三沢市　平成31年１月26日(土)開催予定
　　「MISAWA アイスホッキー2019」
 
↓東北町　平成31年３月２日(土)開催予定
　　「ひな祭り in Tohoku Town 2019」


